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の参加 :ほとんどのところで1人年 1-2回参加している｡ 基研 (アトム型,モレキュ
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｢大学における研究活動の状況｣に関する調査の報告
[資料 日 調 査 内 容
I.貴方の属する教室等内の状況について
貴方の属する教室(理学部物理,理工学部物理,工学部応物 )又は物理系 (文理学



















(i) 研究会-の参加状況 (頻度等 )
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大学 〔Ⅰ〕に対 す る調 査 結~果 〔甘〕に対 す る調査 結 果P AP L A K 分 野 ■ (1) (2)の A ¢)の B . (2)の C
哩学部物理敬室 U8 1 2 01 0物 性 理 論 AP仕)+MC(2)(a)教育学部のAと共同(片道2時間 )b週 1回(MCを含めて3人 )C交通費は全て自弁情報が入らない (尋(i)約 2回/午モレキューに1回i)ナシC旅費を苦面して2ケ月に1回他大学- I
1 1 01 ~0核 理 論01 01 0素 粒 子 論
●o3 0ー3 0物 性 実 験
1 2 01 0核 実 験
U9 1 1 02 1 電 波 分 光 P(2)+AP(1)+A(1)+MC(8)(a)本地区の工大,医大,高等教養との人とやっているb 三 学で年1回の合宿,教養の人と合同コロC センター的役割d旅費,その他 自費 (∂(i)MC2以上が関連研究会に参加O地方交流型を含めて有利 利用しているb)素粒子論 Gとして配分をうけているCかなり意志的でないと交流できないC日常的に外人など 交流できないo流動研究員がれ いo
1 01 1 0物 性 理 論
1 0000無 機 半 導 体001 1 0極 低 温01 000生 物 物 理02 000プ ラ ズ マ001 00訴 電 体
2 1 01 0素 粒 子 論
tJ10 4 1 2 2 0物 性 実 験 p(1)+AP(1)+A(1)+MC〔5)(カ4名(i(1),A(3))b)1回/2週C時 利々絹d他研究機関は近いので費用は問題な がdutyが多 く共通空時間 ない (a)(i)外年 1.5回位O 時 利々用b総合Aの分担Gになっている
01 01 1 宇 宙 線 実 験










】大学 〔Ⅰ〕に対 す る調 査 結 果 〔l〕に対 す る調 査_結果P AP L A K 分 野 (1) (2)の A ¢)の B (2)の C
理学部物戟塞 Ul I l 〔l〕につ い て回 答 な し AP(1) (カ他学部2人,他大学2人b)適 1回C領繁d交通費,共通の時間がない I(A)(i)1人年2回b総合研究A,B(4名 )
U13 1 1 01 0素 粒 子 論 P(1)+L(1)+A(1) 杏 (a)事項な近所に適当な研究機関がない他との日常的交流以前の問題 あり,他と 交流の欠如はさしあたつては解決すべき緊急問題でい. (a)基研モレキユ-ル1物性研短期 1b総合 究AC京大,名大,東北大との交流はあるC
1 01 1 -o物 性 実 験02 01 0宇 宙 線
1 01 1 0物 性 理 論
戟秦部物 Vl 1 3 03 0素 粒 子 論 AP(3)+A(1)十DC(3)+MC2 特 に な し 特に必要 としない (∂(i)年 2-3回アトム型を利用
1 2 02 0原 子 核 理 論
4 3 0.2 0物 性 理 論
1 0000宇 宙 線 実 験
1 0000生物物理実験
1 2 03 0物 性 実 験
V2 5 4 1 1 物 性 実 験 Af'(1 (∂近い分野ではあるが (∂忙 しい めi)年 2回0-0 原 子 核 理 論 共同研究をするほど b)時間スケジュール ( 0
理敬室 1 1 01 0物 性 理 論 テ一寸が一致していない(b)年に数回C時間の調整がうまくとれない の調整同一研究分野のスタッフを他の機関に分属させることを止める (b)総合研究A








大学 〔H に対 す る調査結果 〔Ⅰ〕に対 す る調査結果 .P AP L A K 今 野 (1) ¢)の A (2)の B (2)の C
敬秦部物 V7 1 1 02 0物 性 実 験 _AP(1) (∂理学部物理と共同b)週 2回 (∂(i)年 1-2回O学生の授業負担大のため困難
01 000素 粒 子 理 論
8 1 0 0 物 性 実 験 (∂理学部物理との共同b)週 1回 (め(i)年 15回O観測所年2ケ月b)総合研究A,B.C計算機利用の出張旅費がない
01 000宇 宙 線
V6 1 1 000物 性 理 論 個々人がテ- (尋他研究機閲と日常的 (カ研究分野がバラバラ (∂用)まれである
理敬室 0`1 000物 性 実 験 マをもつて研 交流なし dutyが多い Oi)ときどき利用してい
究している (b)月1回(工学部と合同∂他学部との相互利用が行われているa研究分野がまとまっていない (b)教官定員の増大 (b)なしC研究会開催の情報が後手になる嘘合が多い
工学部物 Ⅹ1 8 8 018 3 全教室まとめて P(1)+AP(1)+A(2)+KDC(6)+MC OD(2)(20教室内の他講座~他学部 教室との交流b)月1回,又は随時∂大体不自由なし (a)(i)料究費総含班の研究参加O基研,物性研会参加b総合 究AⅩ3 1 01 00物 性 実 験 なし (∂2人で共同研究 (∂ポストが少ない (∂(i)ほとんど参加できな●1 物 性 理 論 (O特になし (b)ポストを多くする Vヽ
* (C)日本科学技術実報 又,旅費をタダにす Oi)利用していない
?? ? ? ?
? ??
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大学 〔T]に対 す る調 査 結 果 〔Ⅰ〕に対 す る調 査 結果P AP L A K 分 野 (1) (2)の A (2)の B (2)の C
工学部物 Ⅹ41 3 000核 理 論 pO_)十AP(3) (∂近 くの大学の若手とb)月1回Cほぼ自前 (め(i)かなりよく参加出張型アトムを希望し㈲総合研究Aの配分
1 01 1 0物 性 実 験
1 1 01 0物 性 実 験
x2 6 6 1 ll -全教室まとめて (1+ 1 必要に応 じて周辺研 a) ている
理敬室 +⊥α)+A(1),OD(1)十DC(6) MC(2) 究者と共同(b)いろいろやつているC不自由なし (b)学会旅費に使用している
敬太目学部物哩室 W2 2 0000物 性 理 論 P(1) (d理学部物理と共同 'b)過1回C週 出張するのは旅費が苦しい (め(i)年 1回程度O 〝 基研利用 .b)総合研究A,B
.9 1 01 0素 粒 子 論
0 2 000物 性 実 験
W3 1 01 00物 性 実 験 AP(2) (∂他大学,他学部,高校の4名で共同b)週 1回時間と旅費が少ない (a)(i)参加しているn文部省長期研修員は武者修業を利用b総合研究C学内雑用のため,.共同利用研を十分に利用していない
02 000素 粒 子 論
文哩学部物敬室 Yl 1 001 0気 象 物 理 教室全員別々 (∂本地方には研究者が少ないため,共通のテーマが成立し難いb)スタッフの大巾増を行 ,センター的役割をめざす. (∂｢i-)個人のレベル程度で2回程度O べ)確をb)教室全体では｢股研究B,Cに一件程度C地方の研究者が参加出来るよう地方を優偶して欲しい.












大学 〔Ⅰ〕.に対 す る調 査 結果 〔I]に対 す る調 査結 果P AP ⊥ A K 分 野 (1) (2)の A (2)の B (2)の C
文哩学部物理教塞 Y2 1 1 01 0素 粒 子 .請 p(1)+AP(1)+A(1) (A)周辺の研究者はかなり違いが研究協力は密接である0本地域の 者と合宿,研究会を行なっている○b 規模で年3回∂航空便で必要な雑誌は他大学と協力してとってい o (i)(i)1人年 写回程度O地方滞在アトムを年にb総合研究
3 2 03 0物 性 実 験
理工学部物敬室 Z10002 0素 粒 子 論 A(1) (∂近 く-の大学院生と共同b)他大学-濁2日出かけるC霊要論文,話題は他大学d旅費自己負担 (め(i)年 5回Oアトム型.出張型アb)武者修業及び地方枠を利用∂耳学問が少ない0年数回集中講義が望まれるo
1 1_P00核 理 論■
1 01 1 0高エネルギー実験
.2 1 01~0物 性 実 験













大学 (澱)に対 す る調 査結果 (Ⅳ)に対 す る調査結 果(1) 2) 配分予算 図書雑誌費
理学部物 U8 PⅠ｣,PR, N,C 18万 5万. ･教育dutyが多い(講議年5単位,ゼミ年5単位 ) .会議が
PRⅠJ,NP, 多いO .旅費が少ない(2万/1人,年 ).｡定員削減の影
Pワp 響で協力者が得にくくなった｡ .DCの威力者がほしい
U9 ほぼ十分 J.E.T.P 160万 70万 ･教育dutyが多い(講義年7単位 ) .雑用多い (職員が少ない ) ふ旅費が少ない .若手がいない(助手のpostが少ない) .大型計算機が近くになくて不便
Uq) ほぼ十分 AnnofPhys 120万 40万 ･教育dutyが多い (講義年 10単位) .委員会多い
理.敬室 J.P.C.S ･助手,教務員が少ない
Un ほぼ十分 な し 21万(個人) 15万 ･教育duty雑用が多い ○学生に手がかかりすぎる
U13ほぼ十分 PhilMag 60万 44万 ･教育duty多い (講義年10単位程度 ) ｡雑用多い研究者が少ないため,コロキユウム等がやりにく
他 6冊 ･視野がせまくなる. ｡まとまった時間がとれない専畢生が他大学に行くため戦力にならない
敬秦部物理室 Vl PR,NCⅠ.,NP, ･論義の内容の充実と研究との両立の困難さ
V2 PR,Rof 70万 40万 ･教養部制度の矛盾 (研究と教育が両立しない,研究上は集団化が望まれるが,教育上は多様性がよい )
Mod.P, ･大学院制度改革によって,単一学部に基礎をおかない,大学院を採用するのが良い
7 .R.D.他5冊 N.P.A.B.AnnofPhys 40万 教育duty大 (週13時間),担当学生数が多いのも難点旅費 年27000円/1人 .協力者を得るのに旅費が問題にな?ている.
VS PR他4冊 NC,J.G.P.求. 150万 15万 ･教育duty大 (講義週3回,-_学生実験2回 ).各種委員会等




大学 (I)に対す る調 査 結果 (Ⅳ)に対 す る調 査結果 -i(1) 2) 配分予算 図書雑誌費
工学部物理教宰 Xl~ほぼ十分 特になし 240-.300石 ･旅費がとぼしい
Ⅹ3 PR他7冊 PⅠ.他2冊 70万 50万 o教育duty,醸用が多過ぎる .畷力者が近 くにいない･旅費不足
Ⅹ4 PR他5冊 ほぼなし 220万 120万 ･同一の専門分野の人がかたまっているため,地方大学としてはめぐまれていると思 うが,研究をactiVeにするには若手が欠けている
x2 ほぼ十分 特になし 240万 100万 ･薮育 duty(講義週2回 ),特に多くも少なくもない旅費少ない
教物 W2 JCⅠ),PR, 特になし 360万 90万 o理学部やないため,学生実験に対する理解が他分野から認め
育理学教 Nat られずdltyが多すぎる ｡協力者がいない
W3 PR他7冊 N.P 40万 ･Letter雑誌を航空便で入手できない .雑用多
部 室 ･数年に1回は長期出張して基研等を利用したい
文物理理学教部 室 Yl PR他10冊 I.Math.P. 20万 ･ duty多過 (年4種類 6単位,ゼミ2種類,卒論 )助手までduty多過 ｡スタッフ増が必要
Y2 PR他10冊 国際会議 レポー ト 150万 120万 ･研究室が′トさいので集団的研究ができない教育と研究を両立するにはスタッフが少ない｡若手研究者の助けが必要
理物工理学教.部 室 Zl ほぼ十分 大旨なし 20万 ･同じ分野の人が少ないため,日常的に議論できない.定員外職員の定員化 急務
辛)1)p:教授,AP:助教授,L:講師,A:助手,K:教務員 調査では年齢を記入していただきましたが,ここでは削除しました｡
2)大学名は伏せました｡
3)Ul,U2等は前回の調査報告 (20周年記念シンポジウム)に従いました｡
4)xl-X4,V7,V8,Yl,Y2,Zl,Z2が新しくこの資料に入りました｡
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